
工事別発注概要書
Ａ．入札参加資格等

工事番号

■■○○年度○○○○工事

○○○○工区

工事場所

予定工期

　円（消費税及び地方消費税を含む。）

工事

級

工事業

　特定建設業許可

　主たる営業所が ○○管内（○○市、○○郡）

○○管内（○○市、○○郡）

工事 点以上

　有（監理技術者講習修了証を含む。）

工事業

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
監
理
技
術
者
を
選
択
の

場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

監理技術
者資格証

有無

工種名

同種工事
の工事経
歴（※）

監理技術者の経歴
の内容 ○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落札

方式専任補助者として従事した経歴

監理技術者の当該工事での役割 　専任の監理技術者

入札参加形態 　単体

入
札
参
加
資
格
要
件

■■○○年度秋田県建設業
者等級格付名簿

格付工種 　○○○○

等級 　○

建設業法
第３条規定

許可業種 　○○

許可区分

営業所の所在地

合併特例に基づく営業所の所在地

同種工事の施
工実績（※）

有効期間 　公告の日から過去○○年以内 ・ 有効期間を設けない

工事の内容 　○○工事を元請として完成させた実績

共同企業体出資比率 　○○％以上

総合評定値（建設業法施行規則（昭和２４年建
設省令第１４号）第２１条の３の規定により算出さ
れた直近値）（※）

公告文例１…請負対応額８，０００万円以上の場合、又は下請総額が４，５００万円（建築一式工事の場合：７，０００万円）以上と見
込まれる工事の場合・総合評価（若手技術者・専任補助者の配置）

工事名

工事概要

予定価格

低入札価格調査制度適用の有無 　有

総合評価落札方式適用の有無 　有



　有（監理技術者講習修了証を含む。）

工事業

　　※の項目は、入札参加資格として必要がある場合のみ記載

専任補助者の経歴
の内容 ○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落札

方式専任補助者として従事した経歴

若手技術者等の当該工事での役割 　専任の監理技術者

専任補助者の当該工事での役割 　現場代理人

そ
の
他
の
事
項

○入札参加申し込みの際に、監理技術者の配置又は若手技術者等及び専任補助者の配置のどちらかを
選択すること。

入
札
参
加
資
格
要
件

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
若
手
技
術
者
等
・
専
任
補
助
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

監理技術
者資格証

有無

工種名

同種工事
の工事経
歴（※）

若手技術者等の経
歴の内容

過去３年間に秋田県発注工事で監理技術者又は主任技術者と
しての施工経験



工事別発注概要書　　　　
Ｂ．入札関係書類提出方法等

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 前 ○ 時 か ら

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 後 ○ 時 ま で

ア 競争入札参加資格確認申請書 （様式１号）

イ 建設業許可通知書の写し（県外業者のみ）

ウ

エ 同種工事の施工実績及びその添付書類 （様式２号）

オ 配置予定技術者の資格・工事経歴等及びその添付書類 （様式３号）

カ 総合評価に係る技術資料

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） か ら 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 前 ○ 時 か ら

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 後 ○ 時 ま で

秋田県○○地域振興局総務企画部［総務］経理課○○班

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 ○ ○ 時

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 　 　 　 　

秋田県○○地域振興局総務企画部［総務］経理課○○班

秋田県○○地域振興局△△部′′課☆☆班

設計図書等の閲覧期間

設計図書等に対する質問期限

設計図書等に対する回答期限

入札書の提出期間（サーバー停止時
間は除く）

紙入札者の入札書の提出先

開札予定時刻

落札決定通知日（予定）

そ
の
他
の
事
項

問
い
合
わ
せ
先

入札に関する事項

機関

所在

電話

設計図書等に関する
事項

機関

所在

電話

（工事番号：　　　　　　　　　　　）

入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
の
提
出
等

提出期間　（サーバー停止時間
は除く）

提出書類等

直近の総合評定値通知書の写し

提出方法・提出先

秋田県電子入札システム アの提出不要

紙入札方式を承認さ
れた者は

秋田県○○地域振興局総務企画部○○課

　 ○○班へ上記の提出書類等を全て１部持参



工事別発注概要書
Ａ．入札参加資格等

工事番号

■■○○年度○○○○工事

○○○○工区

工事場所

予定工期

　円（消費税及び地方消費税を含む。）

工事

級

工事業

　特定又は一般建設業許可

　主たる営業所が ○○管内（○○市、○○郡）

○○管内（○○市、○○郡）

工事 点以上

主任技術者の経歴
の内容 ○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落札

方式専任補助者として従事した経歴

主任技術者の当該工事での役割 　専任の主任技術者

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
主
任
技
術
者
を
選
択
の

場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

同種工事
の工事経
歴（※）

　○○工事を元請として完成させた実績

共同企業体出資比率 　○○％以上

総合評定値（建設業法施行規則（昭和２４年建
設省令第１４号）第２１条の３の規定により算出さ
れた直近値）（※）

入
札
参
加
資
格
要
件

■■○○年度秋田県建設業
者等級格付名簿

格付工種 　○○○○

等級 　○

建設業法
第３条規定

許可業種 　○○

許可区分

営業所の所在地

合併特例に基づく営業所の所在地

同種工事の施
工実績（※）

有効期間 　公告の日から過去○○年以内 ・ 有効期間を設けない

工事の内容

低入札価格調査制度適用の有無 　有

総合評価落札方式適用の有無 　有

入札参加形態 　単体

公告文例２…請負対応額４，０００万円（建築一式工事の場合：８，０００万円）以上であり、かつ、下請総額が４，５００万円（建築一
式工事の場合：７，０００万円）未満と見込まれる工事の場合・総合評価（若手技術者・専任補助者の配置）

工事名

工事概要

予定価格



　　※の項目は、入札参加資格として必要がある場合のみ記載

そ
の
他
の
事
項

　入札参加申し込みの際に、主任技術者の配置又は若手技術者等及び専任補助者の配置のどちらかを
選択すること。

入
札
参
加
資
格
要
件

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
若
手
技
術
者
等
・
専
任
補
助
者

を
選
択
の
場
合

）

技術部門

若手技術者等の当該工事での役割 　専任の主任技術者

専任補助者の当該工事での役割 　現場代理人

専任補助者の経歴
の内容 ○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落札

方式専任補助者として従事した経歴

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

総合技術監理部門

同種工事
の工事経
歴（※）

若手技術者等の経
歴の内容

過去３年間に秋田県発注工事で監理技術者又は主任技術者と
しての施工経験



工事別発注概要書　　　　
Ｂ．入札関係書類提出方法等

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 前 ○ 時 か ら

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 後 ○ 時 ま で

ア 競争入札参加資格確認申請書 （様式１号）

イ 建設業許可通知書の写し（県外業者のみ）

ウ

エ 同種工事の施工実績及びその添付書類 （様式２号）

オ 配置予定技術者の資格・工事経歴等及びその添付書類 （様式３号）

カ 総合評価に係る技術資料

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） か ら 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 前 ○ 時 か ら

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 後 ○ 時 ま で

秋田県○○地域振興局総務企画部［総務］経理課○○班

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 ○ ○ 時

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 　 　 　 　

秋田県○○地域振興局総務企画部［総務］経理課○○班

秋田県○○地域振興局△△部′′課☆☆班

入札書の提出期間（サーバー停止時
間は除く）

そ
の
他
の
事
項

紙入札者の入札書の提出先

開札予定時刻

落札決定通知日（予定）

問
い
合
わ
せ
先

入札に関する事項

機関

所在

電話

設計図書等に関する
事項

所在

電話

機関

設計図書等に対する回答期限

アの提出不要

紙入札方式を承認さ
れた者は

（工事番号：　　　　　　　　　　　）

入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
の
提
出
等

提出期間　（サーバー停止時間
は除く）

提出書類等

直近の総合評定値通知書の写し

提出方法・提出先

秋田県電子入札システム

秋田県○○地域振興局総務企画部○○課

　 ○○班へ上記の提出書類等を全て１部持参

設計図書等の閲覧期間

設計図書等に対する質問期限



工事別発注概要書
Ａ．入札参加資格等

工事番号

■■○○年度○○○○工事

○○○○工区

工事場所

予定工期

　円（消費税及び地方消費税を含む。）

工事

級

工事業

　特定建設業許可

　主たる営業所が ○○管内（○○市、○○郡）

○○管内（○○市、○○郡）

工事 点以上

　有（監理技術者講習修了証を含む。）

工事業

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
監
理
技
術
者
を
選
択
の

場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

監理技術
者資格証

有無

工種名

同種工事
の工事経
歴（※）

監理技術者の経歴
の内容 ○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落札

方式専任補助者として従事した経歴

監理技術者の当該工事での役割 　専任の監理技術者

入札参加形態 　単体

入
札
参
加
資
格
要
件

■■○○年度秋田県建設業
者等級格付名簿

格付工種 　○○○○

等級 　○

建設業法
第３条規定

許可業種 　○○

許可区分

営業所の所在地

合併特例に基づく営業所の所在地

同種工事の施
工実績（※）

有効期間 　公告の日から過去○○年以内 ・ 有効期間を設けない

工事の内容 　○○工事を元請として完成させた実績

共同企業体出資比率 　○○％以上

総合評定値（建設業法施行規則（昭和２４年建
設省令第１４号）第２１条の３の規定により算出さ
れた直近値）（※）

公告文例３…余裕期間制度を設定する工事
　　　　　　　　請負対応額８，０００万円以上の場合、又は下請総額が４，５００万円（建築一式工事の場合：７，０００万円）以上と
　　　　　　　　見込まれる工事の場合・総合評価（若手技術者・専任補助者の配置）

工事名

工事概要

予定価格

低入札価格調査制度適用の有無 　有

総合評価落札方式適用の有無 　有



　有（監理技術者講習修了証を含む。）

工事業
入
札
参
加
資
格
要
件

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
若
手
技
術
者
等
・
専
任
補
助
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

監理技術
者資格証

有無

工種名

同種工事
の工事経
歴（※）

若手技術者等の経
歴の内容

過去３年間に秋田県発注工事で監理技術者又は主任技術者と
しての施工経験

専任補助者の経歴
の内容 ○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落札

方式専任補助者として従事した経歴

若手技術者等の当該工事での役割 　専任の監理技術者

専任補助者の当該工事での役割 　現場代理人

そ
の
他
の
事
項

　入札参加申し込みの際に、監理技術者の配置又は若手技術者等及び専任補助者の配置のどちらかを
選択すること。

　　※の項目は、入札参加資格として必要がある場合のみ記載

（発注者指定方式の場合）
・本工事は、余裕期間設定工事であり、工事着手日は　　　年　　月　　日である。
・設計上の全体工期は、■■　　年　　月　　日（契約予定日）から上記予定工期の日までとしている。
・その他特記仕様書及び現場説明書に記載した事項を確認すること。

（任意着手方式の場合）
・本工事は、余裕期間設定工事であり、着手期限日は　　　年　　月　　日である。
・設計上の全体工期は、■■　　年　　月　　日（契約予定日）から上記予定工期の日までとしている。
・その他特記仕様書及び現場説明書に記載した事項を確認すること。



工事別発注概要書　　　　
Ｂ．入札関係書類提出方法等

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 前 ○ 時 か ら

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 後 ○ 時 ま で

ア 競争入札参加資格確認申請書 （様式１号）

イ 建設業許可通知書の写し（県外業者のみ）

ウ

エ 同種工事の施工実績及びその添付書類 （様式２号）

オ 配置予定技術者の資格・工事経歴等及びその添付書類 （様式３号）

カ 総合評価に係る技術資料

キ 工事着手日報告書（任意着手方式の場合のみ）

（余裕期間設定工事実施要綱　別紙１）

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） か ら 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 前 ○ 時 か ら

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 後 ○ 時 ま で

秋田県○○地域振興局総務企画部［総務］経理課○○班

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 ○ ○ 時

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 　 　 　 　

秋田県○○地域振興局総務企画部［総務］経理課○○班

秋田県○○地域振興局△△部′′課☆☆班

そ
の
他
の
事
項

紙入札者の入札書の提出先

開札予定時刻

落札決定通知日（予定）

問
い
合
わ
せ
先

入札に関する事項

機関

所在

電話

設計図書等に関する
事項

所在

電話

（工事番号：　　　　　　　　　　　）

入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
の
提
出
等

提出期間　（サーバー停止時間
は除く）

提出書類等

直近の総合評定値通知書の写し

提出方法・提出先

秋田県電子入札システム

機関

秋田県○○地域振興局総務企画部○○課

　 ○○班へ上記の提出書類等を全て１部持参

設計図書等の閲覧期間

設計図書等に対する質問期限

設計図書等に対する回答期限

入札書の提出期間（サーバー停止時
間は除く）

アの提出不要

紙入札方式を承認さ
れた者は



工事別発注概要書
Ａ．入札参加資格等

工事番号

■■○○年度○○○○工事

○○○○工区

工事場所

予定工期

工事

級

工事業

　特定建設業許可

　主たる営業所が　秋田県内

工事 点以上

　有（監理技術者講習修了証を含む。）

工事業

　有（監理技術者講習修了証を含む。）

工事業

専任補助者の経歴
の内容 　○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落

札方式専任補助者として従事した経歴

若手技術者等の当該工事での役割 　専任の監理技術者

専任補助者の当該工事での役割 　現場代理人

監理技術者の当該工事での役割 　専任の監理技術者

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
若
手
技
術
者
等
・
専
任
補
助
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

監理技術
者資格証

有無

工種名

同種工事
の工事経
歴（※）

若手技術者等の経
歴の内容

過去３年間に秋田県発注工事で監理技術者又は主任技術者と
しての施工経験

いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

監理技術
者資格証

有無

工種名

同種工事
の工事経
歴（※）

監理技術者の経歴
の内容 　○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落

札方式専任補助者として従事した経歴

入
札
参
加
資
格
要
件

代
表
者
の
要
件

■■○○年度秋田県建設業
者等級格付名簿

格付工種 　○○○○

等級 　○

建設業法
第３条規定

許可業種 　○○

許可区分

営業所の所在地

同種工事の施
工実績（※）

有効期間 　公告の日から過去○○年以内 ・ 有効期間を設けない

工事の内容 　○○工事を元請として完成させた実績

共同企業体出資比率 　○○％以上

総合評定値（建設業法施行規則（昭和２４年
建設省令第１４号）第２１条の３の規定により算
出された直近値）（※）

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
監
理
技
術
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等

総合評価落札方式適用の有無 　有

入札参加形態 　特定建設工事共同企業体

共同企業
体の要件

結成形態 　○者による自主結成

出資比率 　１０分の○以上

公告文例４… 特定建設工事共同企業体を活用する場合（代表者を準県内業者まで認める場合を除く。）・総合評価（若手技
術者・専任補助者の配置）

工事名

工事概要

予定価格 　円（消費税及び地方消費税を含む。）

低入札価格調査制度適用の有無 　有



工事

級

工事業

　特定建設業許可

　主たる営業所が　秋田県内

工事 点以上

工事

級

工事業

　特定建設業許可

　主たる営業所が　秋田県内

工事 点以上

専任補助者の経歴
の内容 　○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落

札方式専任補助者として従事した経歴

若手技術者等の当該工事での役割 　専任の主任技術者

専任補助者の当該工事での役割 　現場代理人

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
若
手
技
術
者
等
・
専
任
補
助
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

同種工事
の工事経
歴（※）

若手技術者等の経
歴の内容

過去３年間に秋田県発注工事で監理技術者又は主任技術者と
しての施工経験

共同企業体出資比率 　○○％以上

総合評定値（建設業法施行規則（昭和２４年
建設省令第１４号）第２１条の３の規定により算
出された直近値）（※）

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
主
任
技
術
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

同種工事
の工事経
歴（※）

主任技術者の経歴
の内容 　○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落

札方式専任補助者として従事した経歴

主任技術者の当該工事での役割 　専任の主任技術者

専任補助者の経歴
の内容 　○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落

札方式専任補助者として従事した経歴

若手技術者等の当該工事での役割 　専任の主任技術者

専任補助者の当該工事での役割 　現場代理人

入
札
参
加
資
格
要
件

構
成
員
２
の
要
件

■■○○年度秋田県建設業
者等級格付名簿

格付工種 　○○○○

等級 　○

建設業法
第３条規定

許可業種 　○○

許可区分

営業所の所在地

同種工事の施
工実績（※）

有効期間 　公告の日から過去○○年以内 ・ 有効期間を設けない

工事の内容 　○○工事を元請として完成させた実績

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
若
手
技
術
者
等
・
専
任
補
助
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

同種工事
の工事経
歴（※）

若手技術者等の経
歴の内容

過去３年間に秋田県発注工事で監理技術者又は主任技術者と
しての施工経験

共同企業体出資比率 　○○％以上

総合評定値（建設業法施行規則（昭和２４年
建設省令第１４号）第２１条の３の規定により算
出された直近値）（※）

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
主
任
技
術
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

同種工事
の工事経
歴（※）

主任技術者の経歴
の内容 　○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落

札方式専任補助者として従事した経歴

主任技術者の当該工事での役割 　専任の主任技術者

入
札
参
加
資
格
要
件

構
成
員
１
の
要
件

■■○○年度秋田県建設業
者等級格付名簿

格付工種 　○○○○

等級 　○

建設業法
第３条規定

許可業種 　○○

許可区分

営業所の所在地

同種工事の施
工実績（※）

有効期間 　公告の日から過去○○年以内 ・ 有効期間を設けない

工事の内容 　○○工事を元請として完成させた実績



工事

級

工事業

　特定建設業許可

　主たる営業所が　秋田県内

工事 点以上

　　※の項目は、入札参加資格として必要がある場合のみ記載

専任補助者の経歴
の内容 　○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落

札方式専任補助者として従事した経歴

若手技術者等の当該工事での役割 　専任の主任技術者

専任補助者の当該工事での役割 　現場代理人

そ
の
他
の
事
項

　入札参加申し込みの際に、監理技術者（又は主任技術者）の配置又は若手技術者等及び専任補助者
の配置のどちらかを選択すること。

・若手技術者等及び専任補助者を配置することができるのは、代表者及び構成員のうち、１社のみとす
・専任補助者と監理技術者等との兼務は認めない。

・専任補助者を含め、現場代理人は、１名しか配置することができない。

・総合評価における評価対象者は、申請内容に応じて、「秋田県総合評価落札方式運用の手引き」

　 別記様式１－２－１～３により決定すること。

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
若
手
技
術
者
等
・
専
任
補
助
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

同種工事
の工事経
歴（※）

若手技術者等の経
歴の内容

過去３年間に秋田県発注工事で監理技術者又は主任技術者と
しての施工経験

共同企業体出資比率 　○○％以上

総合評定値（建設業法施行規則（昭和２４年
建設省令第１４号）第２１条の３の規定により算
出された直近値）（※）

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
主
任
技
術
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

同種工事
の工事経
歴（※）

主任技術者の経歴
の内容 　○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落

札方式専任補助者として従事した経歴

主任技術者の当該工事での役割 　専任の主任技術者

入
札
参
加
資
格
要
件

構
成
員
３
の
要
件

■■○○年度秋田県建設業
者等級格付名簿

格付工種 　○○○○

等級 　○

建設業法
第３条規定

許可業種 　○○

許可区分

営業所の所在地

同種工事の施
工実績（※）

有効期間 　公告の日から過去○○年以内 ・ 有効期間を設けない

工事の内容 　○○工事を元請として完成させた実績



工事別発注概要書　　　　
Ｂ．入札関係書類提出方法等

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 前 ○ 時 か ら

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 後 ○ 時 ま で

ア 競争入札参加資格確認申請書 （様式１号）

イ 建設業許可通知書の写し（県外業者のみ）

ウ

エ 同種工事の施工実績及びその添付書類 （様式２号）

オ 配置予定技術者の資格・工事経歴等及びその添付書類 （様式３号）

カ 特定建設工事共同企業体入札参加申請書

キ 特定建設工事共同企業体協定書

ク 総合評価に係る技術資料

（注：エ～オは構成員ごとに別葉とすること。）

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） か ら 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 前 ○ 時 か ら

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 後 ○ 時 ま で

秋田県○○地域振興局総務企画部［総務］経理課○○班

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 ○ ○ 時

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 　 　 　 　

秋田県○○地域振興局総務企画部［総務］経理課○○班

秋田県○○地域振興局△△部′′課☆☆班

そ
の
他
の
事
項

開札予定時刻

落札決定通知日（予定）

問
い
合
わ
せ
先

入札に関する事項

機関

所在

電話

設計図書等に関する
事項

機関

所在

　 ○○班へ上記の提出書類等を全て１部持参

設計図書等の閲覧期間

設計図書等に対する質問期限

設計図書等に対する回答期限

入札書の提出期間（サーバー停止時間
は除く）

紙入札者の入札書の提出先

電話

（工事番号：　　　　　　　　　　　）

入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
の
提
出
等

提出期間　（サーバー停止時間
は除く）

提出書類等

直近の総合評定値通知書の写し

提出方法・提出先
（代表者が行う。）

秋田県電子入札システム アの提出不要

紙入札方式を承認さ
れた者は

秋田県○○地域振興局総務企画部○○課



工事別発注概要書
Ａ．入札参加資格等

工事番号

■■○○年度○○○○工事

○○○○工区

工事場所

予定工期

工事

級

工事業

　特定建設業許可

工事 点以上

　有（監理技術者講習修了証を含む。）

工事業

　有（監理技術者講習修了証を含む。）

工事業

専任補助者の経歴
の内容 　○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落

札方式専任補助者として従事した経歴

若手技術者等の当該工事での役割 　専任の監理技術者

専任補助者の当該工事での役割 　現場代理人

同種工事
の工事経
歴（※）

監理技術者の経歴
の内容

　○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落
札方式専任補助者として従事した経歴

監理技術者の当該工事での役割 　専任の監理技術者

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
若
手
技
術
者
等
・
専
任
補
助
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

監理技術
者資格証

有無

工種名

同種工事
の工事経
歴（※）

若手技術者等の経
歴の内容

過去３年間に秋田県発注工事で監理技術者又は主任技術者と
しての施工経験

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

監理技術
者資格証

有無

工種名

入
札
参
加
資
格
要
件

代
表
者
の
要
件

■■○○年度秋田県建設業
者等級格付名簿

格付工種 　○○

等級 　○

建設業法
第３条規定

許可業種 　○○

許可区分

営業所の所在地 　主たる営業所が秋田県内又は営業所が秋田県内（準県内業者に限る。）

同種工事の施
工実績（※）

有効期間 　公告の日から過去○○年以内 ・ 有効期間を設けない

工事の内容 　○○工事を元請として完成させた実績

共同企業体出資比率 　○○％以上

総合評定値（建設業法施行規則（昭和２４年建
設省令第１４号）第２１条の３の規定により算出さ
れた直近値）（※）

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
監
理
技
術
者
を

選
択
の
場
合

）

総合評価落札方式適用の有無 　有

入札参加形態 　特定建設工事共同企業体

共同企業
体の要件

結成形態 　○者による自主結成

出資比率 　１０分の○以上

公告文例５… 特定建設工事共同企業体（２者ＪＶ）を活用する場合で、代表者を準県内業者まで認める場合・総合評価（若手
技術者・専任補助者の配置）

工事名

工事概要

予定価格 　円（消費税及び地方消費税を含む。）

低入札価格調査制度適用の有無 　有



工事

級

工事業

　特定建設業許可

　主たる営業所が　秋田県内

工事 点以上

　　※の項目は、入札参加資格として必要がある場合のみ記載

専任補助者の経歴
の内容 　○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落

札方式専任補助者として従事した経歴

若手技術者等の当該工事での役割 　専任の主任技術者

専任補助者の当該工事での役割 　現場代理人

そ
の
他
の
事
項

　入札参加申し込みの際に、監理技術者（又は主任技術者）の配置又は若手技術者等及び専任補助者の
配置のどちらかを選択すること。

・若手技術者等及び専任補助者を配置することができるのは、代表者及び構成員のうち１社とする。
・専任補助者と監理技術者等との兼務は認めない。
・専任補助者を含め、現場代理人は、１名しか配置することができない。
・総合評価における評価対象者は、申請内容に応じて、「秋田県総合評価落札方式運用の手引き」
　 別記様式１－２－１～３により決定すること。

○入札参加資格要件における代表者の「準県内業者」の要件

　　建設業法第３条の規定による主たる営業所を秋田県外に有し、かつ、従たる営業所を秋田県内に有す
る者で、秋田県内の従たる営業所の社員（雇用期間を特に限定することなく常時雇用されている者及び常
勤の役員に限る。）の合計が５０名以上で、その９０％以上が秋田県内居住者であるもの。

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
若
手
技
術
者
等
・
専
任
補
助
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

同種工事
の工事経
歴（※）

若手技術者等の経
歴の内容

過去３年間に秋田県発注工事で監理技術者又は主任技術者と
しての施工経験

共同企業体出資比率 　○○％以上

総合評定値（建設業法施行規則（昭和２４年建
設省令第１４号）第２１条の３の規定により算出さ
れた直近値）（※）

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

（
主
任
技
術
者
を

選
択
の
場
合

）

施工管理技士等 いずれか
の資格を
有する者技術士

技術部門

総合技術監理部門

同種工事
の工事経
歴（※）

主任技術者の経歴
の内容 　○○工事に監理技術者、主任技術者又は秋田県総合評価落

札方式専任補助者として従事した経歴

主任技術者の当該工事での役割 　専任の主任技術者

入
札
参
加
資
格
要
件

構
成
員
１
の
要
件

■■○○年度秋田県建設業
者等級格付名簿

格付工種 　○○○○

等級 　○

建設業法
第３条規定

許可業種 　○○

許可区分

営業所の所在地

同種工事の施
工実績（※）

有効期間 　公告の日から過去○○年以内 ・ 有効期間を設けない

工事の内容 　○○工事を元請として完成させた実績



工事別発注概要書　　　　
Ｂ．入札関係書類提出方法等

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 前 ○ 時 か ら

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 後 ○ 時 ま で

ア 競争入札参加資格確認申請書 （様式１号）

イ 特定建設工事共同企業体入札参加申請書

ウ　特定建設工事共同企業体協定書

エ 同種工事の施工実績及びその添付書類 （様式２号）

オ 配置予定技術者の資格・工事経歴等及びその添付書類 （様式３号）

カ 総合評価に係る技術資料

キ

ク 建設業許可通知書の写し

ケ

コ

シ

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） か ら 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 前 ○ 時 か ら

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 後 ○ 時 ま で

秋田県○○地域振興局総務企画部［総務］経理課○○班

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 ○ ○ 時

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 　 　 　 　

秋田県○○地域振興局総務企画部［総務］経理課○○班

秋田県○○地域振興局△△部′′課☆☆班

電話

設計図書等の閲覧期間

設計図書等に対する質問期限

設計図書等に対する回答期限

入札書の提出期間（サーバー停止時間
は除く）

紙入札者の入札書の提出先

開札予定時刻

そ
の
他
の
事
項

落札決定通知日（予定）

問
い
合
わ
せ
先

入札に関する事項

機関

所在

電話

設計図書等に関する
事項

機関

所在

（工事番号：　　　　　　　　　　　）

入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
の
提
出
等

提出期間　（サーバー停止時間は
除く）

提出書類等

直近の総合評定値通知書の写し

秋田県内にある営業所等の社員（雇用期間を特に限定することなく常時雇用されている者
及び常勤の役員に限る。）の名簿（提出日現在の住所、氏名、生年月日、県内営業所の
合計社員数及び県内居住者の合計社員数が記載されたもの）

秋田県内にある営業所等の社員の健康保険被保険者証の写し（高齢者等により提出でき
ない場合にあっては、職員の常勤性を確認できる書類）

サ
秋田県内にある営業所等の社員のうち、県内に居住する者の直近の住民税特別徴収税
額決定通知書の写し（氏名、住所、発行年月日及び発行市町村名がわかる部分で可）又
は提出日の３ヶ月以内に発行された住民票（個人番号が記載されていないものに限る。）
の写し

建設業許可申請書（受付印のあるもの）の写し及び同申請書別紙２営業所一覧表の写し

（注：エ～オは構成員ごとに別葉とすること。ク～シは準県内業者のみ提出すること。）

提出方法・提出先
（代表者が行う。）

秋田県電子入札システム アの提出不要

紙入札方式を承認さ
れた者は

秋田県○○地域振興局総務企画部○○課

　 ○○班へ上記の提出書類等を全て１部持参



工事別発注概要書
Ａ．入札参加資格等

工事番号

■■○○年度○○○○工事

○○○○工区

工事場所

予定工期

　円（消費税及び地方消費税を含む。）

工事

級

工事業

　特定又は一般建設業許可

　主たる営業所が ○○管内（○○市、○○郡）

○○管内（○○市、○○郡）

工事 点以上

低入札価格調査制度適用の有無 　有

公告文例６…請負対応額４，０００万円（建築一式工事の場合：８，０００万円）未満の工事の場合（総合評価）

工事名

工事概要

予定価格

合併特例に基づく営業所の所在地

総合評価落札方式適用の有無 　有

入札参加形態 　単体

入
札
参
加
資
格
要
件

■■○○年度秋田県建設業
者等級格付名簿

格付工種 　○○○○

等級 　○

建設業法
第３条規定

許可業種 　○○

許可区分

営業所の所在地

同種工事の施
工実績（※）

有効期間 　公告の日から過去○○年以内 ・ 有効期間を設けない

工事の内容 　○○工事を元請として完成させた実績

共同企業体出資比率 　○○％以上

そ
の
他
の
事
項

　専任を要しない主任技術者

総合評定値（建設業法施行規則（昭和２４年建
設省令第１４号）第２１条の３の規定により算出さ
れた直近値）（※）

主任技術者の当該工事での役割

　　※の項目は、入札参加資格として必要がある場合のみ記載



工事別発注概要書　　　　
Ｂ．入札関係書類提出方法等

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 前 ○ 時 か ら

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 後 ○ 時 ま で

ア 競争入札参加資格確認申請書 （様式１号）

イ 建設業許可通知書の写し（県外業者のみ）

ウ

エ 同種工事の施工実績及びその添付書類 （様式２号）

オ 配置予定技術者の資格・工事経歴等及びその添付書類 （様式３号）

カ 総合評価に係る技術資料

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） か ら 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） ま で 　 　 　 　

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 前 ○ 時 か ら

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 後 ○ 時 ま で

秋田県○○地域振興局総務企画部［総務］経理課○○班

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 午 ○ ○ 時

■ ■ ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ） 　 　 　 　

秋田県○○地域振興局総務企画部［総務］経理課○○班

秋田県○○地域振興局△△部′′課☆☆班

設計図書等に対する回答期限

所在

電話

（工事番号：　　　　　　　　　　　）

入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
の
提
出
等

提出期間　（サーバー停止時間
は除く）

提出書類等

直近の総合評定値通知書の写し

提出方法・提出先

秋田県電子入札システム アの提出不要

紙入札方式を承認さ
れた者は

秋田県○○地域振興局総務企画部○○課

　 ○○班へ上記の提出書類等を全て１部持参

そ
の
他
の
事
項

紙入札者の入札書の提出先

開札予定時刻

落札決定通知日（予定）

問
い
合
わ
せ
先

入札に関する事項

機関

所在

電話

設計図書等に関する
事項

機関

入札書の提出期間（サーバー停止時
間は除く）

設計図書等の閲覧期間

設計図書等に対する質問期限


